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2004年度年間安全衛生推進計画活動実績（カシオ計算機本社） 

2004年度 防災・消防訓練 
実施状況一覧表（主要事業所） 

2004. 9 

2005. 3 
 

2004.12 
 

2004.12 
 

2005. 2 
 

2004. 9 

2004. 7 

2004.10

カシオ計算機本社ビル 

カシオ計算機 

羽村技術センター 

カシオ計算機 

八王子技術センター 

カシオ計算機 

青梅事業所（カシオマイクロニクス） 

カシオ 

日立モバイルコミュニケーションズ 

甲府カシオ 

高知カシオ 

山形カシオ 

※他関係会社においても、実際の火事を想定して訓練
を行い、防火意識の向上を行っています。 

主要事業所名称 実施年月 

項目 

全国活動 
 

 

健康診断・健康づくり 

 

健康増進セミナー 
 

メンタルヘルス 
 

喫煙対策 

肥満対策
 

 

感染症対策 
 

衛生管理者の育成 

社会貢献活動（献血） 
 

職場巡回 

職場環境測定
 

 

委員会活動 

その他 

重点目標 

全国活動に呼応して諸施策を行う。 
 

健診受診率100%の継続実施と健康づく
りの推進を図る。 
 

健康増進に関するセミナーの開催・情報提
供を行う。 

健保と連携して、電話相談の利用を随時図る。
 

 

啓発活動・情報提供に努める。 

啓発活動・情報提供に努め､肥満予防運動
を推進する。 

随時、情報提供を行う。 
（SARS／インフルエンザなど） 

定期的に育成を行う。 

年間2回の実施を行う。 
 

労働衛生週間に呼応して実施する。 

温度、湿度、気流、一酸化炭素、二酸化炭素、
粉塵、騒音、照度の測定を行う。 

安全衛生委員会の定期開催を行う。 

健康増進、啓発・社内Webの充実。 

活動実績 

安全週間（7月1日～7日） 
労働衛生週間（10月1日～7日） 

定期健康診断（7月13日～22日） 
フォローアップ（健康相談） 
ウォーキングキャンペーン（9～11月）　 

セミナー「健康増進と管理監督者の役割」 
5月13日：本社、11月18日：羽村 

利用状況を把握し、安全衛生委員会で報告
 

 

禁煙啓蒙ポスター掲示 

社員食堂におけるヘルシーメニューの新設 
スポーツクラブとの契約による健康増進の提供 

インフルエンザ注意喚起（10月28日） 
インフルエンザ予防の徹底案内（1月27日） 

通信教育受講で養成中 

献血協力　7月2日、11月19日 
骨髄バンク登録　11月19日 

全フロアーで実施 

偶数月20日に測定を実施 
 

毎月定例的に実施 

歯科コラムの発行 

 

コラム「病は口から」 

マネジャー向け講習会 

救命手当法の訓練 

基本的な考え方 

労働安全衛生委員会の 
活動 

従業員の健康増進 
 

労働災害の防止 

労働安全衛生の取り組み 
従業員の健康保持・増進と労働災害の防止を通じて、 
さまざまな施策を推進しています。 

従業員とカシオ 

カシオは「従業員の健康保持増進」

と「労働災害の原因及び再発防止」の

ため、労働安全衛生法をはじめとする

各種法律や当社就業規則に基づき､従

業員が安心して働ける環境整備をグルー

プ全体で推進しています。 

なお、海外グループ会社においても、

所属する国の法規制を遵守して、同様

に対策を行っています。 

 

 

 

 

カシオ計算機本社では、労働安全衛

生法第18条に基づき､「安全衛生委員会」

を設置しています。同委員会は、「カシ

オ計算機株式会社本社安全衛生規程」

に則り、毎月一回の会議を通じて、従業

員の心身の健康保持や労働安全の確保

に向けたさまざまな施策を推進してい

ます。 

2004年度は、①健康づくりの推進、

②メンタルヘルスの向上、③労働安全

意識の向上、を重点課題として、以下の

活動を実施しました。 

 

カシオでは、全従業員を対象に年1回

の健康診断を実施しており、検診項目の

拡充に努めるとともに、二次検診・フォロー

アップの充実にも注力しています。また、

カシオ計算機本社内には診療所（内科・

歯科）を開設し、常駐医師が社員の健康

管理に当たっています。 

2004年度は健康診断を7月に実施

（890名が受診）し、受診率100%を継

続しました。また、健康の維持増進と生

活習慣病の予防を目的に、2000年より

スタートとした「ウォーキングキャンペー

ン」を9月から11月にかけて各地で実

施し、従業員の家族も含めて多数の方々

に参加いただきました。なお、スポーツ

クラブと契約し、社員に健康増進の機会

も提供しました。 

 

■ 口腔衛生啓発 

2003年4月より、本社診療所の歯科

担当医によるコラム「病は口から」を社

内ウェブに掲載し、口腔衛生への啓発活

動に努めています。この活動は2004

年度も継続しています。 

 

■ 社員食堂の取り組み 

社員食堂では、食の安全性を確保し、

肥満や生活習慣病を改善・予防するため、

食事メニューにはエネルギー・塩分・脂

質の表示を行い、カロリー・栄養バラン

スを考慮したヘルシーメニューを提供

しています。 

2005年3月にも会社、カシオ健康保

険組合、社員食堂が連携を深めることを

目的に「全社社員食堂会議」を開催し、

現場責任者・栄養士・看護師も出席し、肥

満、生活習慣病などの啓発キャンペーン

についてサポートしています。社員食堂

では、事業所毎に健康応援フェアを開催し、

健康応援メニューの推進も行っています。 

 

近年、仕事や就業生活に関する不安

や悩み、ストレスが重要な社会問題となっ

ています。2000年には労働省（現厚生

労働省）が「事業場における労働者の心

の健康づくりのための指針」を定めるな

ど、企業におけるメンタルヘルスケアの

ための環境整備が求められています。 

カシオでは、管理職を対象とした講習

会の開催などを通じて「心の健康」への

意識向上を図るとともに、過重労働によ

る健康障害を防ぐため、産業医による時

間外労働者健康診断を徹底するほか、

診療所や外部相談窓口「心と身体のホッ

トライン」でも相談を受け付けています。 

 

■ マネジャー向け講習会 

 「健康増進と管理監督者の役割」 

  を開催 

本社（5月）および羽村技術センター（11

月）において、マネジャー向け講習会「健

康増進と管理監督者の役割」を実施し

ました。それぞれ多数の参加のもと、本

社診療所産業医を講師に、健康診断、健

康づくり、過重労働と健康障害、安全配

慮義務、メンタルへルスなど、多岐にわ

たる話題を体系的に語っていただきま

した。講習会では、従業員の健康管理の

ために管理監督者が果たすべき役割に

ついて、特に強調され、参加したマネジャー

が熱心に聞き入っていました。 

 

 

 

 

カシオでは、「労働災害ゼロ」の実現

に向けて、各職場で無事故・無災害を目

指した安全活動を展開しています。また、

各事業所において防災訓練や避難訓練

を実施し、万一の事態に備えています。 

 

■ 羽村技術センター応急救護訓練 

2004年12月3日、羽村技術センター

において、福生消防署管内羽村出張所

の消防署員を招いて応急救護訓練を実

施しました。 

当日は、同センターの火元責任者、通

報連絡班、避難誘導班、消火班、電気・機

械班、医務室の自衛消防隊員の各員約

150名が参加し、消防署の方々の指導

のもと、1時間にわたり救命手当法の訓

練が行われました。 

 
メンタルヘルスケア 
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